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第 10 章 NPO 法人子ども達の環境を考える ひこうせん 

～参加者の主体性と組織の柔軟性：多様な事業展開を支える二つの鍵～ 

 
はじめに 

 NPO法人「子ども達の環境を考える ひこうせん」（以下、「ひこうせん」と表記）は、岡山
県備前市 1)を中心に、子育てに関するさまざまな活動を行っている団体である。この団体は、

「全ての子ども達の幸せを願い、子ども達やその周囲の大人たちが心豊かに育ち合うために必

要となる環境づくり」2)を目的としている。その活動内容については後に詳述するが、対象者、

活動場所、活動時間、いずれの点についても多様な事業を展開している。小さなサークルとし

て展開される子育て支援活動が多い中、NPO法人として、多種多様な事業を実施する「ひこう
せん」は、どのような経緯でその活動を維持・拡張してきたのであろうか。 
そこで以下では、2006 年 9 月 1 日に「ひこうせん」代表理事である赤迫康代さん、副代表
理事である三宅恵美さん、理事である友光悦子さんの 3名に行った聞き取り調査の結果や、「ひ
こうせん」発行のニュースレター「そらいろめーる」等の資料を用いて、「ひこうせん」の活動

の経緯及び現在の活動状況を明らかにすることとする。 
 
１．活動の経緯 

 代表理事の赤迫さんによれば、「ひこうせん」発足のきっかけは、絵本の読み聞かせ等のボラ

ンティア活動や自らの子育て体験の中で、子どもたちが集う場がない、という問題に気づいた

ことだという。備前市には児童館がなく、市に設置を打診するにしても、相応の実績が必要で

あるとのことから、読み聞かせや PTA を介してつながりのあったボランティア仲間 14名が集
まり、2001 年 8 月に、「ひこうせん」を発足させた。発足当初は「あおぞら広場」「わんぱく
広場」「にこにこ広場」の３つの事業が中心であり、親子の広場づくりから活動がスタートした。

広場事業を展開していく中で、広場だけに限らずさまざまなニーズがあることを知り、より幅

広い活動を展開するために、2004 年 1月に NPO法人として認証を受けた。 
「ひこうせん」発足当初の中核メンバーは、幼稚園から小学校の子どもを持つ親たち、つま

り「『わが子』育て」としてスタートした活動ではあったが、子どもが成長したあとも、活動は

継続して続けられてきた。その背景には、さまざまな活動の中で自分の子どもに限らず、子ど

もを取り巻く環境を改善していくことの必要性を感じたことがあるようだ。 
 
２．運営資金・運営組織 

 2006 年 9 月 1 日現在の会員数は 106 名である。会員は活動への関わり方によって、３種類
にわけられており、①正会員：運営に関わり参画する（年会費は 1500 円）、②一般会員：活動
に参加したり協力したりする（年会費は 1200 円）、③賛助会員：運営を側面から支える（年会
費は個人１口 1000 円、団体１口 5000 円）となっている。会費は１年間有効で、毎年、期限の
約 1ヶ月前に継続の手続きを行うこととなっている。会員になると、季刊のニュースレター「そ
らいろめーる」が届けられるほか、子育て講座の割引価格での受講、子育て講座への申し込み

の優先的な受付などの特典がある。 
 「ひこうせん」の運営は主に、各事業の参加費によってまかなわれている。参加費の上限は
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300 円に設定されており、それは、出来るだけ沢山の親子が参加できるようにとの意図による
ものである。参加にあたっての障害をなくすという点から考えれば、参加費を無料にするとい

う選択もあるように思われるが、事業・プログラムに主体的に関わる、という意識を参加者側

に喚起する意味もこめて、出来るだけ無料に設定せず、小額であっても参加費を徴収している

とのことであった。なお、各種会員から集めている会費は、ニュースレターの印刷・発送や消

耗品の購入に充てられている。 
後に紹介するさまざまな事業の運営は、上述のことからもわかるように、正会員（2006 年 9
月 1日現在、40名）を中心に、各々の事業についてチームを編成する形で行われている。チー
ムの構成人数は事業によって異なるが、おおよそ 4名～10名程度で構成されている。なお、個々
の事業ではなく、「ひこうせん」自体の運営を担う組織としては、理事会があり、現在は 8 名
の理事によって構成されている。理事会の役割は、各事業のチームのマネジメントをすること

であり、各理事はそれぞれに担当事業（チーム）を持っている。会員のニーズから新しい事業

が生まれることもあり、その場合、事業を実際に展開するかどうかの決定は理事会に諮られる

こととなっている。 
  
３．多種多様な活動内容 

 ～より多くのニーズに応える～ 

「ひこうせん」は発足以来、活動の対象年齢および内

容を拡大しており、現在展開されている事業は多岐にわ

たる（表１を参照）。それらの事業をその目的・対象等に

よって大きく区分すると、①子どもと大人の交流事業、

②子育て支援事業、③自然体験活動、④親育ち事業、⑤

子ども参画サポート事業、⑥文化活動、の６つに分ける

ことができる 3)。 

表 1 「ひこうせん」で現在実施されている事業一覧 

（「ひこうせん」発行のパンフレット及び各種報告書を参考に筆者作成） 

写真：「田んぼの学校」のひとコマ 
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活動の経緯でも触れたように、開始当初の「ひこうせん」の事業の中心は「あおぞら広場」

「わんぱく広場」「にこにこ広場」であった。その時点に比べると、事業の対象年齢（乳幼児か

ら中高生、大人まで）、実施場所（室内遊びからプレーパークに代表される外遊びまで）、そし

て目的（親子の遊び場の確保から親の学習や大人と子どもの交流まで）において、多様化が進

んだことが表１から看てとれよう。このような事業拡大の背景には、（主に会員から出される）

子どもの育ちをめぐる様々なニーズを柔軟に取り入れてきたことがある。③自然体験活動のひ

とつ、プレーパークを例に挙げると、そもそもこの事業に取り組むきっかけとなったのは、あ

る会員が冒険遊び場に興味を持っていたことであった。その会員を中心としてプレーパーク実

行委員会が組織され、プレーパークは開催に至り、「ひこうせん」も参加団体の一つとなった。

このことは、「ひこうせん」の内部においても子どもたちの「遊び」について話し合い、考える

きっかけとなったとのことであった。このように、会員がその興味・関心に基づいて始めた取

り組みもまた、子どもの育ちをめぐる新たなニーズの表れとして捉え、「ひこうせん」の事業の

一つとして柔軟に取り入れてきたことが、結果として事業の多様化を促したものと考えられる。 
 
４．親を育てる―親育ち事業への着目― 

ここでは、紙幅の都合上すべての事業を取り上げ

ることは出来ないが、「ひこうせん」の活動の中でも、

近年その重要性、必要性から着目されている④親育

ち事業について若干の説明を加える。親育ち事業と

して展開されているのは、「完璧な親なんていない！

ノーバディーズ・パーフェクト」プログラム（以下、

NPプログラム）、そして子育てセミナーである。 
NP プログラムは、昨今、子育て支援関係者の間
で注目を浴びているカナダで開発された親教育プロ

グラムであり、親が自分の長所に気づき、子育てに

対して前向きな方法を見出せるよう手助けすること

を目的としている。プログラムは参加者が抱えてい

る悩みや関心のあることを中心に据えて、ファシリ

テーターという専門の訓練を受けた者を交えて行わ

れる。 
「ひこうせん」では、２名のファシリテーターと

14名までの決まったメンバーで、毎週一回 2時間×
8 週間で行われるものをひとつのプログラムとして
おり、2005 年度は５月・９月・１月の三度にわたっ
て開催された。NP プログラムは子育てに関する親
の知識量を増やすことよりも、親が自信をつけるこ

とや、プログラムに参加した親たちがお互いをサポ

ートし合えるような関係を構築することを重視して

いる。これまでに開催されたプログラムでファシリ

テーターを務めた理事の一人は、プログラムに参加

上写真：ＮＰプログラムの様子 

下図：NP プログラムについての記事「そら

いろめーる」2006夏号（２頁）より 
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することによって親たちが、より主体的に「ひこうせん」の活動に参加する存在になっていく

ことを指摘していた。その具体的な例といえるのが、子育てセミナーであろう。子育てセミナ

ーは、NP プログラム修了者の母親たちが中心になって企画した、自分たちが関心のあるテー
マについて学ぶための託児つきのセミナーであり、2005 年度は「2歳まではビデオを消してみ
ませんか」「子どもにとっての睡眠とは？」というテーマについてワークショップ形式で開催さ

れた。NPプログラムが親の自信獲得や親同士の関係構築を重視していることに鑑みれば、「ひ
こうせん」での NP プログラムの参加者が、プログラム終了後も自主的に集まりをもったり、
子育てセミナーの企画に参加しているということは、そのねらいにかなっていると言えよう。 
 
５．多様な事業の展開を支えるもの 

 上述の如く、「ひこうせん」は多様な事業を展開してきた。これらの事業の展開を支えてき

たものについて、ここで少し整理してみよう。 

（１）「お客さん」ではなく、主体的な参加者として 

「ひこうせん」における多様な事業の展開を支えているのは、第一に、参加者の主体性であ

る。運営の中核組織である理事会はわずか８名によって構成されており、非常に小さいが、そ

れでも様々な事業が実施できているのは、実働部隊である各チームがそれぞれに独立して活動

ができる組織だからであろう。一般会員は「運営に参画する」こととなっているが、「運営に参

画する」と一口に言っても、その方法は人により異なる。しかし、自分に出来ること、出来る

範囲で、運営に関わっていくことが、ただ単に「お客さん」としての参加ではなく、主体的な

参加に繋がるのである。このように、参加者の主体性を尊重し、重視する姿勢は先述のとおり、

参加費の徴収といった場面においても看て取ることができよう。各会員が主体的な参加者とし

て行動することで、ニーズの発掘及びその事業化が極めて柔軟かつ機動的に行えることになる。 
（２）様々なニーズに応える柔軟性 
 「柔軟性」は、これまでの「ひこうせん」の発展を説明付けるキーワードである。会員の中

で生まれた新たな取り組みをニーズとして拾い上げ、新たなチームを編成することで一つの事

業に育てていく。大きな目標が設定されて、そこから演繹的に事業内容が導き出されるのでは

なく、会員の中で発見された新たなニーズを出発点として、それを柔軟に事業計画に取り入れ

ていくスタイルをとってきたからこそ、「ひこうせん」が展開する事業はここまで多様たりえて

いるものと考えられる。また、事業内容に限らず、「ひこうせん」の運営組織もまた「柔軟性」

ということばで特徴付けることができよう。各チームが、それぞれの事業の運営に係る実務を

担い、理事会はあくまでもそれらのチームをマネジメントする組織にすぎない。各チームが、

自分たちのやりたいことをやりやすいようにすることが、「ひこうせん」の組織運営においては

重視されている。したがって、例えば、親子カレンダー発行にあたっては、原稿を作成する時

点まではチームのメンバーが担当するが、発行にあたっての資金集め等の作業は理事が行うこ

とになっている。このような、各チームと理事会の間での役割分担は、確定したルールに則っ

て行われるのではなく、そのチームが動きやすいように、その負担を軽減するという観点から

柔軟に行われている。 
 
６．人と人をつなぐ ～「子育てネットワーク研究会 in 岡山」への参加～ 

「ひこうせん」は現在もなお、次々と新しい試みに着手している。ここでは、その中でも今
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後の事業展開にとって重要な意味を持つと思われる、「子育てネットワーク in 岡山」の動きを
取り上げておこう。「子育てネットワーク in 岡山」とは、「子育てネットワーク研究会・岡山
4)」が 2004 年以降毎年開催している、子育て支援関係者の交流会である。「ひこうせん」理事
の多くがその実行委員を務めている。2004 年は一日限りであったが、2005 年以降、一泊二日
の日程で、大人プログラムと子どもプログラムが用意されており、親子そろって参加して楽し

める内容となっている（内容は、下図を参照）。なお、「子育てネットワーク研究会・岡山」発

足の背景には、2003 年に福岡で開催された「子育てネットワーク研究会」の研修会に「ひこう
せん」代表理事である赤迫さんが夫婦で参加したことがある。一泊二日の研修会を通して、九

州で子育て支援に携わっている人々の様子に影響を受け、岡山でもこのような、お互いに学び

あい、次につなげる場を作ろうと考えたのがきっかけとなった。このような経緯から、「ひこう

せん」はこの「子育てネットワーク in岡山」に実行委員会の中核として関わっている。 
子育てネットワーク in岡山の参加者（及び
パネリスト）は、研究者、実践者、行政担当

者、そして子どもを持つ親たち、と多様であ

る。「子育てネットワーク in 岡山」が、単な
る知識習得の場や一度限りの単発イベント的

な場ではなく、こういった多様な人々が出会

い、意見を交換し、人と人が次につながる関

係を構築する場としての意味をもっているこ

とが、報告書によせられた参加者の声からは

うかがえる。ひとつの組織・団体での実践を、

その場限りのものにしてしまうのではなく、

同じような志、目標を持つもの同士が集い、

語り、情報を交換することによって、限られ

た物的資源・人的資源をより有効に活用する

ことが可能になる。この人と人とのつながり

を活かすことによって、「ひこうせん」は今後

更なる事業を展開していくにあたり必要とな

る物的資源・人的資源を確保することができ

ると考えられる。 
 

７．活動をしていく上での問題点 

 最後に、活動をしていく上での問題として指摘された点について述べる。一番の問題点とし

て挙げられたのは、場所にまつわる問題であった。現在、「ひこうせん」には独自の拠点がない

ため、事業の実施にあたっては、その都度、場所の確保が問題となる。子どもが思いっきり遊

ぶことが出来る、という条件を満たす場所は年々減少しており、会場費とともに大きな問題で

ある。また、場所を確保するにあたっては、「どこ」で開催するかも、開催場所へのアクセスの

しやすさという点から検討しなければならない。たとえば「ひこうせん」は、地理的要因によ

る影響を最小限にとどめるために、あおぞら広場の開催を二つの地域（日生と備前）で交互に

実施するなどの工夫をしている。但し、拠点がないことは不便な反面、色々な場所で事業が開
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催できるという自由さもある、との肯定的な捉え方もあるようだ。また、場所の問題とも関連

しているが、子どものわんぱくを温かい目で見守ってもらう、という状況を作り上げるまでに

は時間を要することも、問題点として挙げられた。 
 
おわりに 

「ひこうせん」理事の方に聞き取り調査をして、初めに抱いた感想は、展開されている事業

の数・規模に比して、その運営の中核組織（理事会）が極めて小さいことに対する驚きであっ

た。しかし話を聞くにつれ、中核組織の小ささもまた、「ひこうせん」の事業の多様性を支えて

いる一つの重要な要素であると感じるに至った。「ひこうせん」は、中核組織を小さくし、各事

業をチーム毎に分担して柔軟な運営体制をとることで、小さな仲間グループとしてまとまって

しまうのではなく、常に外部に対して、また、主体的に参加をしようとする新たなメンバーに

対して、組織が開いてきた。それこそが発足以降、「ひこうせん」が順次拡大をとげてきた秘訣

のように感じられる。子育て支援活動は、その後継者育成、引継ぎの難しさがしばしば指摘さ

れるが、NP プログラムやその他の取り組みにおける、参加者の主体性を重視し育む姿勢は、
この問題を乗り越える一つの策を示しているように思われる。 

（相良亜希） 
 
＜注＞ 

1) 2005 年 3月に旧備前市、日生町、吉永町が合併し、現在の備前市となった。 
2) 子育てネットワーク in岡山実行委員会「平成 16年度 子育てネットワーク研究交流協議会
岡山集会 子育てネットワーク in岡山 開催資料」子育てネットワーク in岡山実行委員会、
2004 年、p.31。 

3) 「ひこうせん」はさらに、活動内容として⑦青年の居場所づくり、を挙げているが、これは
調査時点において計画中の事業であったため、ここでは６つに区分して記述した。 

4) 2004 年 2 月、岡山県周辺地域を中心に、子どもおよび子育てに関心のある人が集まって発
足したネットワーク組織。 
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・ 特定非営利活動法人子ども達の環境を考える「ひこうせん」「平成 18年度第 3回総会要項」
2006 年 
・ 子育てネットワーク in 岡山実行委員会「平成 17 年度 岡山県パートナーシップ事業／子
育てネットワーク研究交流会 子育てネットワーク in岡山 2005報告書」、子育てネットワ
ーク in岡山実行委員会、2006 年 


